
分野 科目名 配当年次 開講期 

専門分野 臨床看護総論 2 年次 前期 

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無 

1 単位 

（15 時間） 

16 時間 菅谷 清美 有 

   

   

   

授業

の 

概要 

看護上重要であるコンセプトついて、コンセプトの原因や解剖生理の知識を踏まえてのメカニズ

ム、また、他のコンセプトの関連について学習し、必要な看護について理解する。 

到達

目標 

１．看護上重要なコンセプトの原因やメカニズム、他のコンセプトの関連について理解する。  

２． コンセプトに対する基本的な看護を理解する。 

授業

計画 

№ 授業内容 授業方法 備考 

１ 

・ 

２ 

・

３ 

・

４ 

・

５ 

・コンセプトとは 

・各グループに分かれて、コンセプトの原因とメカニズム、 

 他のコンセプトとの関連やなりゆき、症状や看護について学習  

 する。（病理学、臨床看護総論等の教科書の使用） 

１）炎症 

２）循環（灌流） 

３）疼痛 

４）水と電解質 

５）ガス交換 

講義  

GW 
 

６ 炎症・循環（灌流）グループの発表    発表  

７ 疼痛・水と電解質・酸塩基バランスのグループ発表 発表  

８ 
各学習のまとめ 

苦痛緩和の看護（温罨法と冷罨法の技術について） 
講義  

評価 筆記試験 100 点 
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5）関口恵子：根拠がわかる症状別看護過程 改訂第 2版．南江堂．2010 

6）岡庭 豊：病気がみえる Vol.8 腎･泌尿器．メディックメディア．2015 

7）大舘敬一：症状の基本がわかる本 そのメカニズムと観察・検査・ケアのポイント． 
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備考 

 

 

 

 


